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 Am と Np を含有する MOX の酸素ポテンシャルを 1600℃と 1650℃において測定した。過去に取得した Am

含有 MOX の酸素ポテンシャルと合わせて評価することで、Am の影響、Np の影響をそれぞれ評価し、O/M

と温度、組成、酸素分圧の関係式を導出した。 
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1. 緒言 

マイナーアクチニド（MA）含有 MOX の熱伝導率等の物性値は酸素金属比（O/M）の影響を大きく受ける

ことがわかっている。このため、燃料設計や照射挙動評価を行う上で O/M を正確に評価するためのデータベ

ースが重要となる。本研究では、Am 及び Np を含有する MOX の酸素ポテンシャルを測定し、過去のデータ

と合わせて評価することで、Am の影響、Np の影響をそれぞれ評価し、O/M と温度、組成、酸素分圧の関係

式を導出した。 

2. 試験方法 

機械混合法により組成比を調整し、Ar/H2/H2O ガス中（ -349.5kJ/mol, 1650℃× 3h）で焼結した

(U0.553Pu0.285Am0.015Np0.147)O2-x のペレットを用いて、1600℃と 1650℃において、気相平衡法により酸素ポテン

シャルを測定した。各温度での加熱中にガス中の H2O 量を変化させることで水の乖離反応（H2O⇔1/2H2+O2, 

∆𝐺𝑓 𝑅𝑇ln𝑃 𝑃 𝑃 /⁄ ）を利用して酸素分圧を微調整し、酸素分圧を酸素センサーでモニターした。同時

に、酸化還元による重量変化を熱天秤（Bruker AXS, TG-DTA2000SA model）で測定し、O/M を算出した。 

3. 結果・考察 

図 1 に酸素ポテンシャルの測定結果及び欠陥化学による解析で得られた評価式の結果を実線で、また、文

献から評価した(U0.715Pu0.285)O2-x（Pu 含有率を今回の試験と同じ 0.285 とした場合）の酸素ポテンシャルを点

線で示す。Pu 含有率が同じで MA を含有すると酸素ポテンシャルが高くなる。つまり、同じ温度・雰囲気条

件では O/M が低くなることが示されている。 

過去の Am 含有 MOX のデータと合わせて解析す

ることにより、Am を 1%と含有する場合の酸素ポテ

ンシャルへの影響は Pu を約 4%含有するのと同程度

であり、Np を 1%含有する場合の酸素ポテンシャル

への影響は Pu を約 0.2%含有するのと同程度と評価

することができた。 

これらの Am と Np の影響は欠陥生成エネルギー

に反映し、O/M と温度、組成、酸素分圧の関係式を

導出した。これにより、MA 含有 MOX の O/M をよ

り正確に評価する手法が確立され、燃料設計や照射

挙動評価など、燃料技術に有効な手法が得られた。 
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図 1 MA 含有 MOX の酸素ポテンシャル 
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